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第３章 かわまちづくりの方向性 

３-１ かわまちづくりに向けた留意点 

 市民アンケート 調査の結果などから 、 多摩川を対象と し た「 かわまちづく り 」 を進める際

は、 特に、 以下の３ 点に留意する必要が見えてきまし た。  

 
 

①河川の連続性を生かしながらも、「かわ側」や「まち側」の特徴を踏まえたエリアに着目し

て取り組むことが必要である。 

②市民が多摩川に求めるものは、「自然環境の保全」と、河川敷でくつろいだり、カフェで

のんびり休憩したりできる、快適な「憩いの空間の創出」である。 

③多様な人たちが集い交流し、様々なニーズに対応できる「賑わいの空間の創出」と、円滑

な利用に必要な「ルールづくり」が必要である。 

 

 

(1)留意点１ 

 

①河川の連続性を生かしながらも、「かわ側」や「まち側」の特徴を踏まえたエリア

に着目して取り組むことが必要である。 
 

⚫  『 利用場所』 は、「 多摩川五本松～都立狛江高校前区間」 が最も 多く 、 次いで隣接する「 小

田急小田原線上流区間」 が多い結果と なっ ているも のの、 他区間も 一定数利用さ れている

こ と が分かり ます。 こ れら を『 年齢』 別にみると 、「 多摩川五本松～都立狛江高校前区間」

は「 50～80 歳代」 の利用割合が高く 、 一方、「 小田急小田原線上流区間」 は「 10～20 歳代」

の利用割合が高い結果と なっ ています。  

⚫  『 利用目的』 別では、「 ジョ ギング」 などの多く の『 利用目的』 で低い割合と なっ た「 水辺

の楽校区間」 ですが、「 釣り ・ 魚と り ・ 水遊び」「 自然観察・ 写真撮影」「 サイ ク リ ング」 は、

他区間のそれぞれの利用割合と 比較し ても それほど減少し ていないなど、 区間ごと に「 年

齢( 利用者) 」 と 「 利用目的」 に特徴が出ていると 考えら れます。  
 

 

 多摩川において「かわまちづくり」を進める際は、上流から下流までの河川の連続性

を生かしながらも、河川敷や堤防など「かわ側」の状況や「まち側」の資源などの特徴

を十分に踏まえたうえで、区間やエリアなどを設定し、それぞれの整備の方向性や取組

内容などを検討することが必要です。 

 



狛江市かわまちづくり計画 

 
 
 

31 

(2)留意点２ 

 

②市民が多摩川に求めるものは、「自然環境の保全」と、河川敷でくつろいだり、カ

フェでのんびり休憩したりできる、快適な「憩いの空間の創出」である。 
 

 『 利用目的』 と し て多く の市民が「 散歩」 をあげているよう に、 市民にと っ て多摩川は、

特別なイ ベント の開催地と し ての利用より も 、 日常生活の場の一部と し て利用さ れている

こ と が分かり ます。 多摩川に隣接または近い地域の居住地では、「 週１ ～２ 回程度」 以上多

摩川を 利用し ている市民が４ 割以上いるこ と から 、 日常生活を送るう えで大切な場所にな

っ ているこ と が伺われます。  

⚫  多く の市民は、『 多摩川の魅力』 を「 自然が豊かなと こ ろ 」「 景観や景色が良いと こ ろ 」 と

し 、 また、「 居心地が良く のんびり でき ると こ ろ 」 や「 アク セスのし やすいと こ ろ ( 行き や

すさ ) 」 も あげています。 特に、 高齢者層では「 自然」「 景観・ 景色」 に対する割合が高く 、

若年者層では「 居心地」「 のんびり 」 と いっ たこ と に対する割合が高いこ と が分かり ます。 

⚫  こ れら のこ と は、「 多摩川を利用する目的」 と 深く 関係し 、 多く の市民が「 多摩川を、 日常

生活を 送るう えで大切な場所」 と し ている理由が、 多摩川が豊かな自然や良好な景観の中

で居心地が良く 、 のんびり でき る場所だから であると 考えら れます。  

⚫  多く の市民が『 多摩川の利用を進める際の問題点』 と し てあげている、「 休憩できる場所や

施設がない」「 ト イ レがない」「 日陰になる場所がない」 などの意見は、「 日常生活の場の一

部【 現状】」 と し て利用し 、 かつ「 居心地が良く のんびり でき ると こ ろ 【 魅力】」 を 、 一層

充実し た空間にし ていく ために必要なこ と ( も の) と し て捉えるこ と ができます。  
 

 

 多摩川において「かわまちづくり」を進める際は、多摩川の豊かな「自然環境の保全」

と、そうした場所でのんびりできる快適な「憩いの空間の創出」が求められていること

に留意が必要です。 
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(3)留意点３ 

 

③多様な人たちが集い交流し、様々なニーズに対応できる「賑わいの空間の創出」

と、円滑な利用に必要な「ルールづくり」が必要である。 
 

 『 多摩川でし たいこ と 』 をみると 、「 カ フ ェ やキッ チンカ ー等で飲食を 楽し みたい」「 川で

のんびり 休憩し たい」 を除いた、「 イ ベント 」「 魚と り ・ 水遊び」「 スポーツ」「 環境学習」

など、 活動的なニーズに関し ては突出し たも のはなく 、 均等に求めら れているこ と が分か

り ます。  

⚫  『 開催を希望するイ ベント 』 でも 、「 マルシェ やフ リ ーマーケッ ト 」 が最も 高い割合を示し

ているも のの、 その他の「 自然観察会」「 音楽イ ベント 」「 アウト ド アイ ベント 」 などを含

めて、 大き く 突出し たも のがなく 、 均等に求めら れているこ と が分かり ます。  

⚫  『 賑わいづく り について参加し たいか』 をみると 、「 多摩川の賑わいづく り の運営を中心と

なっ て行っ てみたい」 と 「 多摩川の賑わいづく り に少し 関わっ てみたい」 を 合わせて、 約

４ 割の方が、 何ら かのかたちで多摩川の賑わいづく り に関わっ てみたいと 思っ ています。  
 

 

 多摩川において「かわまちづくり」を進める際は、前掲の「自然環境の保全」や「の

んびり憩うことができる快適な空間の創出」に合わせて、「多様な人たちが集い交流し、

様々なニーズに対応できる賑わいの空間の創出」と、円滑な利用に必要な「ルールづく

り」や「マナー向上」を図っていくことが必要です。 

 多摩川の環境整備や賑わいづくりを行う際は、市民と行政などが協力して進めていく

ことができる組織や実施体制などを構築することも必要であると考えられます。 

 

 

 

３-２ 多摩川に期待する役割 

 多摩川に期待する役割を整理すると 、 以下の３ 点になり ます。  

 目の前に広がる「 美し い河川景観」 を 活かし 、 市民にと っ ての「 憩いの空間」 と 、 多様な

人たちが交流でき る「 賑わいの空間」 を 併せ持つ場と なるこ と を 多摩川に期待する役割と し

て、 次章に示す「 かわまちづく り 」 の基本理念や基本方針などに展開し ます。  
 
 
 

(1) 市民生活に身近な、豊かな自然環境と美しい河川景観 

(2) 日常のひとときを思い思いに過ごせる、憩いの空間 

(3) 多様な人たちが集い交流できる、賑わいの空間 

 


